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任
期
満
了
に
伴
う
東
京
都

知
事
選
は
7
月
7
日
に
投
開

票
さ
れ
ま
す
。
争
点
は
2
0

1
6
年
の
初
当
選
後
、
8
年

に
わ
た
っ
て
都
政
の
か
じ
取

り
役
を
担
っ
て
き
た
現
職
・

小
池
百
合
子
知
事
の
評
価
。

こ
の
間
、
築
地
市
場
の
豊
洲

移
転
問
題
、
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
義
務
化
条

例
の
成
立
、
明
治
神
宮
外
苑

の
再
開
発
事
業
認
可
、
米
軍

横
田
基
地
の
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
＝
ピ
ー
フ

ァ
ス
）
漏
出
問
題
、
第
2
子

の
保
育
料
無
償
化
開
始
な
ど

が
課
題
に
挙
が
り
ま
し
た
。

選
挙
期
間
中
、
マ
ス
コ
ミ
は

候
補
者
の
一
挙
手
一
投
足

や
、
政
党
間
の
駆
け
引
き
な

ど
の
政
局
報
道
に
陥
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
が
、
小
紙
は
仲

間
と
家
族
の
生
活
を
見
据
え

て
こ
の
都
知
事
選
の
意
義
を

伝
え
ま
す
。

豊
か
な
財
源
な
の

に
都
民
の
暮
ら
し

軽
視

都
の
24
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
8
兆
4
5
3
0
億

円
に
上
り
、
3
年
連
続
で
過

去
最
大
に
。
財
政
力
は
バ
ブ

ル
期
を
超
え
て
史
上
最
高
水

準
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
を

都
民
の
た
め
に
使
え
ば
私
た

ち
の
生
活
の
質
を
格
段
に
向

上
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
東
京
土

建
練
馬
支
部

の
「
2
月
末

賃
金
調
査
」

結
果
（
詳
細

は
2
面
）
が

示
し
て
い
ま

す
が
、
都
の

豊
か
な
財
源

が
仲
間
の
暮

ら
し
を
潤
し

て
い
る
と
は

と
て
も
言
え

ま
せ
ん
。
6

月
1
日
付
本

部
機
関
紙

「
け
ん
せ
つ
」

に
徳
島
智
津
代
さ
ん
（
学
園

分
会
）
の
投
稿
「
稼
ぐ
東
京

よ
り
も
社
会
保
障
の
拡
充
優

先
」
が
掲
載
、
小
池
都
政
の

実
態
が
垣
間
見
え
ま
す
。「
福

祉
や
社
会
保
障
に
は
目
を
向

け
ず
『
稼
ぐ
東
京
』
な
ど
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
目
立
つ
。（
中

略
）
都
政
に
望
む
こ
と
は
、

都
民
の
い
の
ち
や
く
ら
し
を

最
優
先
に
し
て
、
福
祉
や
医

療
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

を
し
て
ほ
し
い
」

首
都
東
京
の
選
挙

結
果
は
国
政
に
も

影
響

首
都
東
京
の
選
挙
結
果
は

こ
れ
ま
で
も
国
政
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
建
設

産
業
で
働
く
私
た
ち
の
仕
事

と
暮
ら
し
の
向
上
に
も
関
わ

っ
て
き
ま
す
。
東
京
土
建
は

命
と
暮
ら
し
・
仕
事
を
守
る

都
政
、
都
民
の
願
い
に
寄
り

添
う
都
政
へ
の
転
換
を
求

め
、都
知
事
選
を
控
え
て「
3

つ
の
大
切
な
姿
勢
」と「
私
た

ち
の
『
9
つ
の
要
求
』」
を
掲

げ
ま
し
た
。
ま
た
練
馬
支
部

は
投
票
へ
の
機
運
を
高
め
る

た
め
、本
部
制
作
の
動
画「
要

求
実
現
ア
ク
シ
ョ
ン
！
『
選

挙
に
行
こ
う
』」の
視
聴
を
呼

び
掛
け
て
い
る
ほ
か
、
各
分

会
で
も
「
自
分
一
人
で
は
選

挙
へ
行
か
ず
、
18
歳
以
上
の

家
族
・
友
人
・
近
所
の
方
々

を
誘
っ
て
投
票
率
を
上
げ
て

く
だ
さ
い
」
（
貫
井
分
会
機

関
紙「
貫
井
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」

6
月
号
）
と
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
報
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
都
政
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
に
用
事
が

あ
っ
た
ら
期
日
前

投
票

投
票
日
は
7
月
7
日
で
す

が
、
そ
の
日
に
用
事
が
あ
れ

き

じ
つ
ぜ
ん

ば
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
期
間
は
告
示
の
翌

日
・
6
月
21
日
か
ら
投
票
の

前
日
・
7
月
6
日
ま
で
。
投

票
時
間
な
ど
の
詳
細
は
居
住

地
の
市
区
町
村
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

9
月
29
日
に
都
立
光
が
丘
公

園
芝
生
広
場
で
開
催
す
る
「
練

馬
支
部
65
周
年
ど
け
ん
ね
り
ま

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4
」
の
第
1

弾
チ
ラ
シ
（
写
真
）
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
各
分
会
・
群
に
配

布
し
ま
し
た
。

「
な
ん
で
だ
ろ
う
〜
」
で
人

気
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
テ
ツ
ａ

ｎ
ｄ
ト
モ
」の
出
演
が
決
ま
り
、

フ
ェ
ス
タ
の
盛
り
上
が
り
に
一

役
買
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
練
馬
区
内
の
和
太
鼓
集
団

「
旭
太
鼓
」
や
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ

オ
「
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

（
フ
ィ
ー
ル
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
）
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

「
ナ
ー
プ
ア
レ
イ
ラ
ハ
オ
レ
」

が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

各
分
会
も
焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
な
ど
の
屋
台
出
店
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
ま
で
3
カ
月
に
迫
り
、

全
貌
が
見
え
つ
つ
あ
る
フ
ェ
ス

タ
。
小
紙
で
は
随
時
関
連
情
報

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

〇都民の声を聞き、公共の役
割と責任を果たす都政
〇財界・大企業向けに偏らな
い、広く都民に向けた施策を行
う都政
〇憲法・平和・人権を大切に
し、都民のいのちとくらしを守
る都政

①都民に行きわたる実効的な
物価高騰支援策を
②賃上げと働くルール確立の
ための公契約条例制定を
③安心・安全な住生活を保障
する制度確立を

④多摩産材をはじめとした国
産材の活用と保護を含めたＳＤ
ＧＳに資する取り組みを
⑤国保組合への都費補助の増

額と育成強化を
⑥公的医療の役割と機能を高

め独法化された病院・病床を元
に戻すこと
⑦医療費助成を高校生まで引

き上げ、都民本位の財政措置を
⑧労働者雇用を保護し中小企

業支援を中心にすえた建設産業
支援を
⑨地域住民の命を守る。オス

プレイ訓練を止め、ＰＦＡＳの
徹底究明を

こ
の
コ
ラ

ム
書
き
は
食

道
楽
。
締
め

切
り
時
間
が

物
書
き
の
最

大
の
敵
と
承

知
し
て
い
る

お

い

も
の
の
、
瞬
時
で
も
美
味
し

い
も
の
に
出
合
い
、
胃
袋
を

満
た
せ
れ
ば
と
願
う
。早
い
、

安
い
メ
ニ
ュ
ー
を
求
め
る
習

性
が
身
に
付
き
、
そ
の
一
つ

が
立
ち
食
い
そ
ば
店
の
コ
ロ

ッ
ケ
そ
ば
だ
。
ど
ん
な
時
も

あ
の
し
ょ
う
ゆ
の
香
り
が
手

招
き
し
て
く
れ
、
ど
ん
ぶ
り

の
上
で
威
容
を
誇
る
黄
金
色

の
コ
ロ
ッ
ケ
が
空
き
っ
腹
を

刺
激
す
る
▼
さ
て
、
ど
う
攻

め
る
か
。
ま
ず
温
か
い
つ
ゆ

を
一
飲
み
。
の
ど
を
潤
し
た

後
に
そ
ば
を
す
す
る
。
立
ち

食
い
と
言
え
ど
、
そ
ば
店
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
店
の
看
板
に
敬
意
を
払

わ
な
け
れ
ば
。こ
う
し
た�
儀

式
�
を
経
て
、
よ
う
や
く
コ

ロ
ッ
ケ
に
口
を
運
ぶ
。
ひ
き

肉
は
少
な
め
で
薄
味
が
い

い
。
図
体
の
割
に
は
�
同
居

人
�
の
そ
ば
を
気
遣
う
▼
こ

ん
な
コ
ン
ビ
愛
を
ほ
ほ
え
ま

し
く
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、

つ
ゆ
で
衣
が
ふ
や
け
て
し
ま

い
に
は
混
ざ
り
合
う
。
食
感

が
消
え
な
い
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
い
つ
も
コ
ロ
ッ
ケ
そ

ば
と
向
き
合
っ
て
い
る
▼
ふ

と
思
う
。
コ
ロ
ッ
ケ
そ
ば
を

好
む
の
は
美
味
し
い
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
極
め
、
時
間
と
の

駆
け
引
き
を
楽
し
ん
で
い
る

の
か
。
や
は
り
�
敵
�
を
気

に
し
て
い
る
。

（
今
）

２
期
８
年
の
小
池
都
政
争
点
に
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都知事選に臨む「3つの大切な姿勢」

本
部
制
作
動
画
の
一
場
面

▲動画「選
挙に行こ
う」のＱ
Ｒコード

都知事選都知事選
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テツ andトモ
出演決定

テツ andトモ
出演決定

七夕に投開票
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建
設
労
働
者
の
雇
用
改

善
や
、
担
い
手
確
保
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
建
設
業
法

と
、
公
共
工
事
入
札
契
約

適
正
化
法
（
入
契
法
）
の

改
正
案
が
6
月
7
日
の
参

院
本
会
議
で
可
決
、成
立
。

こ
れ
ま
で
組
合
内
で
取
り

組
ん
で
き
た
全
国
建
設
労

働
組
合
総
連
合
の
「
建
設

労
働
者
の
雇
用
改
善
、
担

い
手
確
保
・
育
成
に
関
す

る
請
願
書
」へ
の
署
名（
全

国
で
1
1
8
万
9
6
0
6

筆
・
東
京
土
建
練
馬
支
部

1
万
8
5
6
5
筆
）
の
趣

旨
を
く
ん
で
お
り
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が

国
政
を
動
か
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
国
が
適

正
な
人
件
費
の
目
安
「
標

準
労
務
費
」
を
示
し
た
上

で
、
こ
れ
を
大
き
く
下
回

る
契
約
を
禁
止
。
ま
た
発

注
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
受

注
者
も
著
し
く
短
い
工
期

に
よ
る
契
約
締
結
を
禁
じ

て
い
ま
す
。

今
年
3
月
か
ら
2
カ
月
に

わ
た
っ
て
取
り
組
ん
だ
「
2

月
末
賃
金
調
査
」
は
全
分
会

の
協
力
を
得
て
、
計
1
4
4

6
人
の
仲
間
の
声
が
届
き
ま

し
た
。

賃
金
は
微
増
傾
向
に
あ
る

も
の
の
物
価
高
に
追
い
付
か

ず
、
賃
上
げ
の
実
感
が
乏
し

い
と
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た

4
月
か
ら
建
設
業
で
も
働
き

方
改
革
関
連
法
が
全
面
適
用

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

就
業
規
則
の
未
整
備
が
半
数

に
及
ん
で
い
る
実
態
も
浮
き

彫
り
に
。こ
の
結
果
は
今
後
、

請
求
・
要
求
運
動
の
一
環
と

し
て
現
場
訪
問
や
自
治
体
、

大
手
企
業
な
ど
と
の
懇
談
、

交
渉
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。労

働
者
・
一
人
親
方
へ
の

質
問
の
う
ち
、
平
均
日
給
2

万
1
9
6
2
円
、
平
均
月
給

38
万
4
2
0
6
円
、
平
均
年

収
5
3
5
万
円
と
い
ず
れ
も

微
増
傾
向
。
と
こ
ろ
が
、
賃

金
が
前
年
よ
り「
上
が
っ
た
」

と
の
回
答
は
わ
ず
か
7
・
0

％
。
「
変
わ
ら
な
い
」
80
・

8
％
、
「
下
が
っ
た
」
12
・

2
％
で
し
た
。
休
日
の
取
得

状
況
は
「
4
週
4
休
以
下
」

が
34
・
8
％
に
上
り
、
「
4

週
8
休
以
上
」（
14
・
8
％
）

の
実
に
2
倍
超
。
ま
た
事
業

所
従
業
員
の
中
で
「
有
給
休

暇
を
取
得
し
て
い
な
い
」
は

56
・
1
％
と
半
数
を
超
え
て

お
り
、
建
設
業
全
体
で
過
酷

な
労
働
環
境
を
強
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。事

業
主
に
対
し
て
の
質
問

を
見
る
と
、
従
業
員
や
外
注

・
手
間
請
け
ら
の
賃
金
を「
据

え
置
い
た
」
が
74
・
4
％
と

最
多
、
「
上
げ
た
」
25
・
1

％
、
「
下
げ
た
」
0
・
5
％

で
し
た
。
施
主
や
上
位
会
社

へ
の
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

を
「
要
求
し
た
」
は
49
・
5

％
。
こ
の
う
ち
「
引
き
上
が

っ
た
」
の
は
39
・
4
％
と
4

割
に
迫
り
ま
し
た
。
法
定
福

利
費
を
巡
っ
て
は
「
請
求
し

た
」
が
20
・
2
％
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
求
め

た
こ
と
で
「
全
額
支
払
わ
れ

た
」
が
30
・
4
％
に
。
請
求

・
要
求
の
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
、
処
遇
改
善
に
つ
な
が
ら

な
い
と
示
唆
し
て
い
ま
す
。

時
間
外
や
休
日
労
働
を
巡
る

労
使
間
の
取
り
決
め
「
36
協

定
」
は
「
備
え
て
い
な
い
」

51
・
7
％
、「
分
か
ら
な
い
」

28
・
9
％
と
合
わ
せ
て
8
割

に
上
っ
た
ほ
か
、
就
業
規
則

が「
な
い
」50
・
0
％
、「
分

か
ら
な
い
」
22
・
1
％
と
計

7
割
超
に
及
ん
で
お
り
、
こ

う
し
た
ル
ー
ル
作
り
の
意
識

が
低
い
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の

課
題
に
挙
が
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
「
登
録

し
た
」「
登
録
申
請
中
」「
登

録
予
定
」
と
答
え
た
の
は
労

働
者
・
一
人
親
方
が
39
・
7

％
、
事
業
主
が
47
・
1
％
に

上
り
、
組
合
で
の
呼
び
掛
け

と
登
録
が
進
ん
で
い
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。

春
の
拡
大
月
間
は
5
月
31

日
に
幕
を
閉
じ
、
練
馬
支
部

は
目
標
（
2
1
9
人
）
を
15

人
超
過
し
、
2
3
4
人
の
仲

間
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
6

月
1
日
時
点
の
組
織
人
員
は

6
2
1
2
人
。
北
事
業
所
や

旭
町
光
が
丘
、
谷
原
台
な
ど

の
18
分
会
が
目
標
を
達
成
し

て
お
り
、
厳
し
い
状
況
の
中

で
支
部
や
分
会
の
役
員
を
は

じ
め
、
一
人
ひ
と
り
の
奮
闘

が
大
き
な
成
果
に
結
び
付
き

ま
し
た
。

こ
の
月
間
は
採
用
の
ピ
ー

ク
期
を
迎
え
る
事
業
所
と
の

対
話
や
、
個
人
の
つ
な
が
り

に
よ
る
組
合
未
加
入
の
知
り

合
い
へ
の
声
掛
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
分
会
総
会
を
終
え
て

新
年
度
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
組
織
強
化
に

も
力
を
入
れ
、
「
シ
ン
・
拡

大
運
動
」
と
銘
打
ち
こ
れ
ま

で
の
拡
大
行
動
日
を
分
会
交

流
日
と
改
め
、
仲
間
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
北
大
泉
分
会
は

交
流
日
の
一
つ
「
ヤ
ン
グ
マ

ン
の
夜
」
に
組
合
未
加
入
の

知
り
合
い
も
招
待
し
、
分
会

セ
ン
タ
ー
の
雰
囲
気
を
知
っ

て
も
ら
う
中
で
加
入
申
込
書

に
サ
イ
ン
。
春
日
分
会
は
本

部
へ
の
資
料
請
求
か
ら
練
馬

区
内
の
未
加
入
事
業
所
を
訪

ね
、
既
に
協
会
け
ん
ぽ
（
全

国
健
康
保
険
協
会
）
に
入
っ

て
い
ま
し
た
が
、
民
間
保
険

会
社
出
身
の
事
務
担
当
者
が

組
合
の
共
済
制
度
を
従
業
員

の
福
利
厚
生
と
し
て
魅
力
に

感
じ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
従

業
員
3
人
の
加
入
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

6
月
3
日
に
区
内
の
コ
コ

ネ
リ
ホ
ー
ル
で
月
間
打
ち
上

げ
式
が
行
わ
れ
、
1
3
0
人

が
参
加
。
小
玉
祥
子
組
織
部

長
は
連
日
連
夜
の
行
動
に
参

加
し
た
分
会
役
員
を
ね
ぎ
ら

っ
た
上
で
、
「
新
加
入
者
の

定
着
を
図
り
、
組
織
の
根
幹

を
強
化
し
よ
う
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

改正建設業
法等成立

春の拡大月間春の拡大月間

積
み
上
げ
た
思
い

国
を
動
か
す

拡大目標達成を祝い、だるまに
目を入れる小玉組織部長㊧

２
３
４
人
の
仲
間
を
迎
え
入
れ

上がった
7．0％

下がった
12．2％

下げた
0．5％

上げた
25．1％

変わらない
80．8％

据え置いた
74．4％

実
質
賃
金
引
き
上
が
ら
ず

2月末
賃金調査結果
2月末

賃金調査結果

【労働者・一人親方への質問】
前年と比較した賃金の変化

【事業主への質問】
従業員らへの賃金変更

就
業
規
則
の
未
整
備
顕
著

目
標
達
成

分
会

目
標
達
成

分
会

１８１８
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東
京
土
建
国
民
健
康
保
険

組
合
の
収
入
の
4
割
は
、
国

や
東
京
都
の
補
助
金
で
す
。

こ
の
4
割
が
な
け
れ
ば
、
一

人
ひ
と
り
の
保
険
料
負
担
が

重
く
な
る
ほ
か
、
疾
病
入
院

給
付
金
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金
な
ど
の
優

位
な
制
度
の
存
続
も
危
ぶ
ま

れ
ま
す
。
国
は
憲
法
に
よ
り

国
民
の
健
や
か
な
暮
ら
し
を

守
る
と
さ
れ
、
ま
た
都
の
国

民
健
康
保
険
委
員
会
は
「
今

後
と
も
都
は
国
保
組
合
を
、

公
営
保
険
者
を
補
完
す
る
役

割
と
位
置
付
け
て
そ
の
育
成

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
（
1
9
9
9
年
12
月
1

日
付
）と
答
申
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
岸
田
文
雄
内
閣

や
、
小
池
百
合
子
都
政
は
社

会
保
障
政
策
を
軽
視
し
続
け

て
お
り
、
建
設
国
保
へ
の
補

助
を
い
つ
打
ち
切
っ
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
安
心

し
て
医
療
機
関
や
薬
局
に
か

か
る
た
め
に
、
今
年
度
も
国

や
都
の
担
当
者
に
私
た
ち
の

思
い
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

今
月
か
ら
2
カ
月
間
、
厚

生
労
働
省
へ
の
要
請
に
取
り

組
み
ま
す
。
医
療
保
険
制
度

を
扱
う
厚
労
省
は
毎
年
8
月

末
に
財
務
省
へ
来
年
度
予
算

の
概
算
要
求
を
提
出
。
半
年

に
わ
た
る
予
算
編
成
作
業
の

出
発
点
と
な
る
だ
け
に
、
全

組
合
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

毎
年
、
東
京
土
建
練
馬
支

部
憲
法
平
和
対
策
部
を
中
心

に
進
め
て
い
る
憲
法
フ
ェ
ス

タ
。
今
年
は
7
月
28
日
に
練

馬
支
部
会
館
で
「
沖
縄
を
知

れ
ば
日
本
が
よ
〜
く
見
え
る

―
島
に
思
い
を
寄
せ
て
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
行
い
ま

す
。沖

縄
は
太
平
洋
戦
争
末

期
、
民
間
人
を
巻
き
込
ん
だ

地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

県
民
の
4
人
に
1
人
が
犠
牲

に
。
1
9
4
5
（
昭
和
20
）

年
6
月
23
日
に
旧
日
本
軍
の

組
織
的
戦
闘
が
終
結
し
た
と

さ
れ
、
戦
後
、
沖
縄
県
は
こ

の
日
を
「
慰
霊
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。
一
時
米
国
に
占

領
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も

在
日
米
軍
専
用
施
設
の
7
割

が
沖
縄
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
「
台
湾
海
峡
周

辺
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い

る
」
（
防
衛
省
）
と
し
て
南

西
諸
島
の
自
衛
隊
基
地
機
能

よ
う
さ
い

も
拡
充
し
、
軍
事
要
塞
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

フ
ェ
ス
タ
で
は
「
島
の
歴

史
教
育
」
と
題
し
た
支
部
の

仲
間
が
つ
く
る
演
劇
や
、
伝

さ
ん
し
ん

統
楽
器
「
三
線
」
を
奏
で
る

グ
ル
ー
プ
「
琉
球
パ
ラ
ダ
イ

ス
＆
す
ー
Ｇ
」
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
ほ
か
、
解
説
パ
ネ

ル
の
展
示
、
来
場
者
参
加
型

企
画
な
ど
も
予
定
。
沖
縄
を

通
じ
て
平
和
や
、
日
本
国
憲

法
の
意
義
を
来
場
者
に
問
い

掛
け
ま
す
。

一
方
で
、
支
部
合
唱
団
の

コ
ス
モ
ス
は
当
日
、
音
楽
劇

「
ヘ
レ
ー
じ
い
さ
ん
の
う
た
」

を
発
表
し
ま
す
。
童
話
作
家

・
肥
田
美
代
子
さ
ん
の
同
名

絵
本
が
モ
チ
ー
フ
。
国
民
の

幸
福
度
が
高
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
ブ
ー
タ
ン
の
民
話
を
取

り
上
げ
て
お
り
、
本
当
の
幸

せ
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

沖縄の伝統楽器「三線」の音色を
聞かせる琉球パラダイス＆すーＧ 2

0
2
4
年
度
の
税
制
改
正
大
綱

が
決
定
さ
れ
、
定
額
減
税
で
は
納
税

者
と
配
偶
者
を
含
む
扶
養
家
族
一
人

当
た
り
所
得
税
3
万
円
、
住
民
税
1

万
円
が
減
税
さ
れ
ま
す
。
政
府
は
一

方
で
大
軍
拡
、
国
民
負
担
を
増
や
し

て
お
り
、
岸
田
文
雄
首
相
は
増
税
メ

や

ゆ

ガ
ネ
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
を
気
に
し

た
の
か
、
定
額
減
税
を
6
月
に
開
始

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
経
理

担
当
者
泣
か
せ
な
ど
、
手
間
ば
か
り

ば

か

が
増
え
国
民
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
政

策
で
怒
り
が
湧
い
て
い
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
の
場
合
、
2
0
2

4
年
6
月
の
給
与
や
賞
与
支
給
時
に

源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
を
減
税

し
、
6
月
で
引
き
切
れ
な
い
残
り
分

は
7
月
以
降
、順
次
差
し
引
き
ま
す
。

住
民
税
は
6
月
分
を
徴
収
せ
ず
、
減

税
分
を
引
い
た
年
間
の
税
額
を
7
月

以
降
の
11
カ
月
間
で
均
等
に
徴
収
し

ま
す
。

②
個
人
事
業
主
な
ど
の
事
業
所
得

者
や
不
動
産
所
得
者
の
場
合
、
所
得

税
は
原
則
2
0
2
5
年
2
〜
3
月
の

確
定
申
告
時
に
減
税
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
前
年
所
得
な
ど
を
基
に
計
算

し
た
納
税
額
が
15
万
円
以
上
の
人

は
、
確
定
申
告
前
に
一
部
を
納
税
す

る
年
2
回
の
「
予
定
納
税
」
時
に
減

税
し
ま
す
。
住
民
税
は
6
月
徴
収
分

か
ら
減
税
し
ま
す
。

③
公
的
年
金
所
得
者
も
所
得
税
は

6
月
の
年
金
支
給
時
に
減
税
し
、
引

け
な
い
分
は
次
の
支
給
時
で
あ
る
8

月
以
降
順
次
、
減
税
し
ま
す
。
住
民

税
は
8
月
徴
収
分
ま
で
の
税
額
が
既

に
確
定
し
て
お
り
、
10
月
分
か
ら
減

税
し
引
け
な
い
分
は
12
月
分
以
降
順

次
差
し
引
き
ま
す
。

練
馬
支
部
で
は
随
時
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

かわいらしい�動物�も登
場するコスモスの音楽劇

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
健
康
保
険
証
の
機
能
を
持

た
せ
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の
4
月
の
利
用
率
が
前
月
よ

り
1
・
09
ポ
イ
ン
ト
増
の
6

・
56
％
だ
っ
た
と
発
表
。
過

去
最
高
を
更
新
し
た
と
は
い

え
、
依
然
と
し
て
1
割
に
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
岸
田
文
雄

内
閣
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
に
か
か
わ
ら
ず
、（
現

行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
原
則

一
本
化
す
る
）
今
年
12
月
以

降
も
医
療
機
関
へ
の
受
診
な

ど
に
支
障
が
生
じ
る
と
は
考

え
て
い
な
い
」
と
、
強
硬
姿

勢
を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
。

政
府
は
5
〜
7
月
を
「
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
促
進
集
中

取
組
月
間
」
と
位
置
付
け
、

利
用
率
を
向
上
さ
せ
た
医
療

機
関
や
薬
局
に
対
し
て
支
援

金
を
給
付
す
る
一
方
で
、
低

迷
し
て
い
る
機
関
に
は
メ
ー

ル
を
送
り
付
け
て
利
用
率
の

引
き
上
げ
を
依
頼
し
た
り
、

保
険
証
の
提
示
を
求
め
る
機

関
を
患
者
に
密
告
さ
せ
た
り

し
て
、
ど
う
喝
ま
が
い
の
普

及
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
利
用
率
が
上
が

ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
国
民

の
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
拒
否

感
の
根
強
さ
を
示
し
て
い
ま

す
。

建設国保補助確保めざして

国国国ややや都都都へへへののの
はははがががききき要要要請請請スススタタターーートトト

煩雑な計算は
事業所任せ

定額減税の仕組み定額減税の仕組み

憲憲憲
法法法
フフフ
ェェェ
ススス
タタタ
２２２
０００
２２２
４４４

沖
縄
の
声
に
耳
を
傾
け
て

７月28日
練馬支部会館で開催

７月28日
練馬支部会館で開催

マ
イ
ナ
の
ワ
ナ

マ
イ
ナ
の
ワ
ナ

ど
う
喝
ま
が
い
の
普
及
策

そ
れ
で
も
利
用
率
伸
び
ず

マ
イ
ナ
保
険
証

マ
イ
ナ
保
険
証
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東
京
土
建
の
火
災
・
地
震

共
済
は
民
間
の
損
害
保
険
会

社
と
比
べ
掛
け
金（
保
険
料
）

を
抑
え
ら
れ
、
そ
の
上
保
障

内
容
が
充
実
。
こ
れ
ま
で
火

災
共
済
に
切
り
替
え
た
仲
間

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
時

に
契
約
し
た
火
災
保
険
が
満

期
を
迎
え
た
こ
と
で
見
直
し

た
り
、練
馬
支
部
作
成
の「
掛

け
金
見
積
も
り
依
頼
シ
ー

ト
」
に
回
答
し
、
加
入
中
の

保
険
よ
り
安
く
な
る
こ
と
を

実
感
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
震
共
済
は
今
年

1
月
の
能
登
半
島
地
震
を
は

じ
め
、
各
地
で
大
地
震
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
入

件
数
は
例
年
の
2
倍
に
。
地

震
に
よ
る
火
災
は
地
震
共
済

で
な
け
れ
ば
保
障
さ
れ
ま
せ

ん
。
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は

年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
伴
い
損
保
各
社
の
保
険
料

は
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

今
月
は
共
済
推
進
月
間
で

す
。
各
分
会
で
共
済
制
度
の

学
習
や
、
火
災
・
地
震
共
済

加
入
の
呼
び
掛
け
を
進
め
て

い
ま
す
。
東
京
土
建
は
こ
の

ほ
か
に
も
、
自
動
車
共
済
や

自
転
車
保
険
な
ど
も
扱
っ
て

お
り
、
こ
の
機
会
に
家
計
と

保
障
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

都会暮らしの子どもたちは「木

に触れる」体験が少ないため、か

んな削りを無我夢中で取り組んで

いました。かんなくずは湯船に浮

かべて香りを楽しめることで家族

からも大好評。地域の期待に応え

る取り組みとなりました。

東京土建国民健康保険組合加入の女性の組合員とその家族に限った健康診断。東
京土建健診に加え、以下に掲げるオプション検査も受けられます。申し込みは練馬
支部担当・佐々木まで。

（※）子宮や卵巣などを超音波で観察し、診断。子宮や卵巣のがんのほ
か、子宮内膜症、卵巣のう腫などの早期発見にもつながるとされます。

給水ポンプが耐用年数を超えていることから、交換工事業者を

募集し、選考を行います。詳細は以下の通りです。

〈募集内容と選考方法〉

※不明な点は支部担当（友成）まで。

●工事範囲：加圧給水装置（防振フレキシブル接手含む）

※参考（現行）ユニット／ポンプ型式：40BIPMD52．2/40Ｍ

DPF 吐水圧力0．41MPa 減圧弁42ｍ 電圧200Ｖ

●工事完成予定：2024年度内

●応募資格：東京土建練馬支部の組合員である業者

●施工業者の選考基準

・経営が安定し交換工事の遂行に支障をきたすような不安がな

いこと。

・同規模の装置の交換工事経験があること。

・組合員一人ひとりの個人情報を管理する組合事務所という性

格上、組織防衛の視点を踏まえて組合とのつながりや、金額、

見積参加申込書の書式等を考慮すること。

●応募方法：「見積参加申込書（支部書式）」「見積書」「同規模

の交換工事の成果物」「会社案内」を7月16日（火）午後5時

までに練馬支部事務所へ提出してください（郵送も可）。

●業者決定：上記の提出書類に基づいて会館管理委員会で選考、

執行委員会で決定。

・
渡
辺
節
代
さ
ん
（
中
村

分
会
）
…
預
金
者
の
同
意

で
預
金
口
座
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
ひ
も
付
け
は
と
て
も

こ
わ
い
で
す
。「
不
同
意
」

を
記
載
し
て
、
し
っ
か
り

と
口
座
を
管
理
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

・
工
藤
吉
春
さ
ん
（
旭
町

光
が
丘
分
会
）
…
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
ち
ょ
っ

と
し
た
頭
の
体
操
で
家
族

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
7

月
7
日
都
知
事
選
で
す

ネ
。

・
早
瀬
由
香
里
さ
ん
（
早

宮
分
会
）
…
い
つ
も
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

金額
39歳以下4，000円／40歳以上1，000円
19歳以下3，000円／20歳以上500円
3，300円

定員
30人
50人
50人

検査
乳がん（マンモグラフィー）
子宮頸がん（頸部細胞診）
経膣エコー（※）

６
月
は
共
済
推
進
月
間

６
月
は
共
済
推
進
月
間

どけん火災・地震共済

安い掛け金で
大型保障
安い掛け金で
大型保障

公募 練馬支部会館給水ポンプ（加圧給水装置）
交換工事業者の募集

公募 練馬支部会館給水ポンプ（加圧給水装置）
交換工事業者の募集

女性限定集団健診 受付中女性限定集団健診 受付中
7月27日（土）午前 島村記念病院

5月11日、第42回練馬こどもまつり

職人の技を
地域の子どもに
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